


［演出・振付］熊川哲也
［音楽］ジョルジュ・ビゼー
［原台本］アンリ・メイヤック／リュドヴィク・アレヴィ（プロスペル・メリメの小説による）
［舞台美術デザイン］ダニエル・オストリング
［衣裳デザイン］マーラ・ブルーメンフェルド
［照明デザイン］足立 恒

情熱の赴くままに生きる魔性の女カルメン、愛の狂気へと堕ちてゆく男ドン・ホセ――
ビゼーの名作オペラの世界が熊川哲也の手により
全く新たなグランド・バレエとして世に送り出されたのは 2014年。
すでに数々の古典バレエ改訂等で揺るぎない評価を獲得していたなか、
さらなる高みへと向かうべく踏み出したのが、
オペラという異なるジャンルに題材を得てのオリジナル作品の創出だった。
運命の恋人たちの狂おしくも美しい愛憎の顛末を、熊川は非凡な音楽性のもと、
キャラクターの個性際立つ多彩な舞踊の連鎖によって、鮮やかに、スリリングに描き出す。
ダンサーたちの身体が歌となりセリフとなり、また感情となって織り上げられていく、
その圧倒的なドラマ性は、場面ごとに姿を変えるリアルにして心象的な出色の舞台美術と相まって、
“言葉のない総合芸術”の奥深くも豊かな魅力を実感させる。
グランド・バレエの可能性を押し広げ、オペラ愛好家をも唸らせた衝撃のステージが、3年ぶりに！

 　熊川哲也が傑出した創造性で紡ぐ衝撃のグランド・バレエ、2022年6月開幕！

Kバレエの歴史を担った名バレリーナ・浅川紫織、
新時代の名花・日髙世菜はじめ、豪華4キャストが競演！ 

キャスト発表時から最も大きな注目を集めているのはやはりこのサプライズ。
2018年、惜しまれながら第一線を退いた浅川紫織の4年ぶりの全幕主演だ。
魂で踊るこのバレリーナは常に物語の世界を“今ここにある真実”であるかのように感じさせ、
観客の心を強く揺さぶらずにおかない。稀有なる芸術性でKバレエの歴史を輝かせてきた
熊川のミューズが、また忘れ難い名演をここに刻んでくれることだろう。
一方、昨年カンパニー史上初のプリンシパル入団を果たして以来、
圧倒的な存在感を示しているのが日髙世菜。
その得がたい美しさは「完璧なバレリーナの象徴」と熊川に言わしめるほど。
新たな名花が魅せる演劇的バレエでのさらなる境地に期待は高まる。
浅川×髙橋裕哉、日髙×石橋奨也、小林美奈×堀内將平、成田紗弥×山本雅也――
カンパニーを代表する顔ぶれが名を連ねる主演4キャストはいずれも見逃せない！

Story
Kumakawa’s Production of “Carmen”

　舞台は1800年代前半、スペイン・セビリア。タバコ工場前の広場に女工
たちが現れる。なかでも最も人気が高いのはカルメンだ。言い寄る男たち
を思わせぶりにかわし、カルメンは生真面目に業務をこなす竜騎兵の伍長
ドン・ホセに近づき、気を引こうとする。無関心を装いながらも彼女に心
奪われる自分に動揺するホセ。そんな中、ホセを幼なじみのミカエラが
訪ね、故郷の母からの手紙を渡す。やがて工場で喧嘩が起こり、カルメ
ンが兵に捕らえられる。自分を逃がしてほしいと見張りのホセを口説くカ
ルメン。その誘惑に負け、縄を緩めたその途端、彼女は逃げ去っていく。
　酒場ではカルメンや密輸業者たち、闘牛士のエスカミーリョらが賑や
かに踊っている。カルメンを訪ねて店にやって来たホセは、恋焦がれて
いた彼女との再会を果たす。だが、甘い時間もつかの間、律儀に帰営し
ようとするホセに、カルメンは一緒に自由な暮らしをと誘う。ホセは上官ス
ニガに責められながらも、カルメンと共に生きるためならばと密輸業者
の仲間に加わることを選ぶ。愛のために道を踏み外したホセ。だが、何
ものにも縛られないカルメンの愛は、長くは続かなかった・・・


